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東京 2020 パラリンピック競技大会のホストタウンとして、ゴールボールや視覚障害者柔道

に出場されるトルコ共和国代表選手団の事前合宿の受け入れを行います。 

事前合宿中、選手団の行動は宿泊施設と練習会場に限定し、選手団および選手団との直接的

な対応を行う者については、毎日、PCR 検査を実施します。 

 

１ 選手団の概要 

 トルコ共和国のゴールボール女子チームは、前回のリオパラリンピックにおいて金メダルを

獲得。現在の世界ランキングは１位であり、今大会での連覇が期待されています。 

 また、ゴールボール男子チーム・視覚障害者柔道チームにおいても、世界ランキング上位に

位置されており、選手村への入村が可能となる時期よりも早期に日本へ訪れ、ベストな体調で

本大会を迎え、メダルを獲得したいとされています。 

 

２ 受入内容 

(1)受入期間：８月10日(火)から８月20日(金)まで【11日間】 

(2)受入対象：トルコ代表選手団【30名】 

①ゴールボール   ：20名（男子選手6名、女子選手6名、コーチ等8名） 

②視覚障害者柔道 ：10名（男子選手1名、女子選手4名、コーチ等5名） 

(3)宿泊施設および練習会場 

対象者 宿泊施設 練習会場 

ゴールボール(男子) 
非公表 

【施設全体を貸切】 

非公表 

【体育館アリーナのみを貸切】 

ゴールボール(女子) 
ライズヴィル都賀山 

【2フロアを貸切】 

守山市民体育館 

【体育館全体を貸切】 

視覚障害者柔道 
滋賀県立武道館 

【柔道場のみを貸切】 
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３ 入国時の感染症対策 

(1)入国時【羽田空港 ８月10日 19時20分到着】 

空港検疫において、選手団から陽性者が発生した場合、空港から本市までの移動に５時間以上

を要するため、濃厚接触候補者は、国が手配する空港近隣施設での隔離措置 

⇒陽性者および濃厚接触候補者の本市への移動はなし 

(2)空港から本市宿泊施設までの移動 

民間貸切バス（トイレ付/36人乗り）２台を利用 

⇒１台あたり選手団15名乗車（１台に付き通訳者１名と市職員１名が帯同） 

 ※本市宿泊施設から選手村への移動（復路）も同様 

【移動時での感染症対策】 

・選手団が使用する座席の間隔確保（２席に１名利用） 

・走行時は外気換気モードのエアコンを使用。あわせて適宜窓を開放し換気 など  

 

４ 受入体制 

(1)通訳者…ホストタウン交流事業推進員を含めた３名体制 

⇒練習時はそれぞれのチームに通訳者１名が帯同 

⇒宿泊施設（２箇所）では推進員を除いた２名が選手団とともに宿泊 

(2)市担当職員…６名体制 

⇒上記６名の内３名または４名が、宿泊施設や練習会場において選手団に帯同し、感染症対

策への対応や生活への支援を含めた選手団のサポートを実施 

(3)宿泊施設での感染症対策 

・選手団が宿泊する部屋は全室を個室（１名１室）対応 

・選手団と接触する従業員を限定 など 

(4)練習会場での感染症対策 

 ・一般利用客との動線分離 

 ・選手団のみでの練習実施（市民等を練習相手とすることは不可）など 

(5)宿泊施設から練習会場までの移動 

市有バス２台を利用…感染症対策については、「空港から本市宿泊施設までの移動」と同様 

  

※感染症対策については、上記の他、内閣官房東京オリンピック・パラリンピック推進本部事

務局が定める「ホストタウン等における選手等受入れマニュアル作成の手引き」に則り実施 

 

５ 市民との交流 

・市民と選手団双方への感染症対策から、市民と選手団の直接的な交流は行いませんが、市内

中学生とのオンライン交流や公開練習（市民およびメディア向け）の実施などについて検討中 

 


